
























 

 

５ まとめ  
   

日本の経済成長を支え、世界有数の経済大国に押し上げることに貢献した要因の一つに、「新

卒正規採用・年功序列・定年退職等」といった日本独特の雇用制度の存在があり、また、その中

で、身を粉にしてがむしゃらに働き、わが国の発展に貢献した多くの労働者の存在があったこと

は事実であると思います。 

   しかしながら、1990年代初頭のバブル崩壊による就職氷河期と言われた時期における非正規

雇用者の大幅な増加や女性の社会進出、年金支給年齢の引上げに伴う高齢者就業の増加等、

就業構造は、人口減少が進む中で、大きく変化してきました。今日では、「働くこと」が、少子化や

ニート、賃金格差、過労死等の社会問題として取り上げられるようにもなってきています。 

 

こうした中、政府は、最大のチャレンジと位置づける「働き方改革」に着手しようとしています。 

同一労働同一賃金の実現や正社員転換促進、長時間労働の是正、女性・高齢者の就業促進

等といった施策に取り組んでいくとのことですが、改革である以上、その根幹には、日本の従前

の雇用制度の殻を破って（社会保険や年金制度の改革に及ぶ非常に困難な取組）、欧米のよう

なキャリア重視（年齢や性別は関係なく、やり直しが容易）の雇用制度への変換、一人ひとりの生

活スタイルに応じ、賃金のうえでも多様な働き方が選択可能な雇用制度への変換を目指すこと

があるのではないかと思います。 

    

統計情報からは、三重県民は、全国的にも高い労働生産性を有し、女性や高齢者の有業率も

高く、一言で言えば「まじめで、働くことへの意欲が高い県民性」を有しているものと思われますが、    

働き方に関わる様々な課題が山積している今日、今一度、何歳まで働くことが必要か、また、男

性の長時間労働と少子化、今後益々深刻になる介護の問題、特に全国の中でも低水準にある男

性の育児・家事への参加といったことについても改めて考えていく必要があります。 

 

最後に、人口構造が未知の領域に入っていくことが確実な中で、より豊かな三重県にしていく

ために、働き方改革なくして人口減少社会は乗り越えられないという危機感を共有することが重

要であると考えます。 当然、生きていくためには働くことが大切ですが、働くことが目的になって

しまっては意味がありません。一人ひとりの生き方あるいは生活スタイルに応じた多様な働き方

が選択でき、働くことが豊かな生き方につながる社会の実現を目指していく必要があります。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


